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車 両 紹 介

【4軸16輪エアサスネックジャッキ伸縮連動ステア】

全長：縮時13,100mm(伸時17,700mm) 幅：2,990mm

荷台高：900mm 荷台長：縮時9,400mm(伸時14,000mm)

最大積載量：縮時43,200kg(伸時45,200kg)

本車両は精密機械輸送に適した車両です。本車両は、伸縮機

能を有しており、通常の荷物はもちろん、長尺の荷物運搬にも

対応可能です。

車両を伸ばした際に、ネックジャッキを操作することで腹下

の調整が可能です。

またステアリング機構を搭載しているので、これまで長尺荷

物運搬時に走行不可であった狭い通路も走行可能となり、運行

ルートの見直し等による時間のロスや運転手のストレス軽減に

大いに力を発揮します。

【2軸8輪ウォーキングビーム自動あゆみ付】

全長：11,275mm 幅：2,990mm

荷台高：650mm 荷台長：4,640mm

最大積載量：33,000kg

本車両最大の特徴は最大積載量です。2軸8輪自動あゆみ付で

ありながら33,000kg取得しています。2軸8輪なので車両重量も9,

440kgに抑えられており特車の通行許可も下りやすいと思います。

日中に運搬可能な荷物の重量も確保出来るので、2024年問題対

策に最適な車両です。

【2軸8輪ウォーキングビームステア】

全長：12,000mm 幅：2,990mm

荷台高：745mm 荷台長：5,700mm

最大積載量：35,000kg

こちらの車両はウォーキングビーム式のステアリング付2軸8

輪で35,000kgの最大積載量を取得しています。2軸16輪並の積載

量と2軸8輪による切れ角の大きいステアリングを実現しており、

今まで2軸16輪ステア付でも苦戦していた現場もスムーズな荷物

運搬が可能です。16輪に比べると路面抵抗も減り、かつランニ

ングコストも抑えられることが期待できます。

【3軸24輪ウォーキングビーム】

全長：13,550mm 幅：3,400mm

荷台高：800mm 荷台長：8,380mm

最大積載量：100,000kg

国内最大級の消波ブロック・テトラポッド輸送用の車両にな

ります。登録積載量として100,000kg取得していて国内でも最大

クラスのセミトレーラです。

100,000kg積載しても充分耐え得るフレーム構造になっており、

安心安全に運搬することが可能です。今後国内の消波プロジェ

クトでの活躍が期待されます。
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前号にて掲載した『無期限緩和』の2軸8輪についてお問い合

わせを多数頂いたので、緩和期限無期限の条件についてお知ら

せいたします。

2022年4月1日から施行されている基準緩和自動車の認定要領の

改正により緩和の期限について大きく2点の変更がありました。

まず1点目として、安全性優良事業者認定（Gマーク）を受けて

いる事業所に使用の本拠の位置を有する自動車の継続緩和にて、

前回の基準緩和認定日から重大事故や行政処分を受けていない

という要件を満たしている場合、緩和の期限が4年から無期限に

なります。(※1)

そして2点目として、重量緩和の期限について基準緩和自動車の認定要領第7

第2項にて、車両総重量と軸重等の“両方”が緩和項目として認定されている

場合には、期限を付けるという記載に変更されました。ということは重量緩和

が車両総重量と軸重等のどちらか1項目であれば緩和は無期限となります。こ

ちらはGマーク取得の有無に関わりません。幅や長さについての緩和には元か

ら期限が付いていません。(※2)

単体物品輸送において車両総重量の緩和が付かないというこ

とは考えづらいので、今回は軸重等の緩和について解説いたし

ます。

道路運送車両の保安基準を参照すると、軸重等については第

4条の2に記載があり、

そちらを要約したも

のが右の図です。

要するに、車軸間

が1,300mm未満の場合

は軸重を9,000kg以下、

1,300mm以上の場合は、

軸重を9,500kg以下に

することが出来れば

軸重と隣接軸重の緩

和が付くことはあり

ません。(※3)

当社が取り扱っている車両は一から設計しているので、車軸間の寸法等は

お客様に合わせて製作することが可能です。前号と今号に掲載の通り、軸重

の緩和をつけることなく最大積載量24,000kgを取得した車両の販売実績もあ

ります。基準緩和の継続申請に大変苦労されている方は、是非一度当社の営

業担当までご連絡ください。

また、この改正の裏には大変厳しい情勢の中での、事業者の皆様の努力が

あります。緩和期限無期限であっても緩和車両であることに変わりはないの

で、これまで通り安全運転を徹底していただければと思います。

いよいよ2024年4月が到来し、労働時間の規制が開始になりまし

た。当社の車両は、ステアリング機構や自動あゆみ等の作業時間

短縮に一役買うモノや今回紹介した2軸8輪の様に日中運搬可能で、

かつ積載量を増やすという方法で対策を取ることが可能です。何

かしらのいいアイディアをご提案できると思いますので、お気軽

にお問い合わせください。

寒かった冬の期間は運動する気にならず、ずっとお湯割りを飲

んでいたせいか気がつくと人生最高体重を更新していました。鍋・

酒・ラーメンと幸せいっぱいで過ごしていたのですが、暖かくなっ

てきたのでそろそろダイエット再開しようか・・・いや花粉つら

いしもう少し様子を見ようか・・・。

編 集 後 記

基準緩和の期限について

※2 基準緩和自動車の認定要領から抜粋
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※1「基準緩和自動車の認定要領について(任命通達)」の一部改正について～国土交通省HPより引用～

全長:10,160mm 幅:2,990mm

荷台高:650mm 荷台長:5,810mm

最大積載量:24,000kg


